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４
月
９
日
投
票
の
道
議
会
議
員
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
の
真
下
紀
子
議
員
は
１
万
６
０
５
５
票
を
獲
得
し
、

６
期
連
続
で
当
選
（
６
位
）
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
道
議
団
の
第
32
期
構
成
は
２
議
席
（
諸
派
）
で
す
。
２
議
席
は
、
２
０
０
７
年
の
真
下
紀
子
・

花
岡
ユ
リ
子
以
来
で
す
。
会
派
交
渉
権
は
獲
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

新
人
の
丸
山
晴
美
議
員
（
小
樽
市
）
と
、
公
約
実
現
に
向
け
て
全
力
で
奮
闘
し
ま
す
。 

 

10
日
深
夜
、
真
下
紀
子
道
議
は
、
連

続
六
期
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 
真
下
議
員
は
「
東
区
で
惜
敗
し
、
共
産

党
議
員
団
は
真
下
紀
子
、
丸
山
晴
美
の
２

人
と
な
り
ま
し
た
。
道
民
の
く
ら
し
も
北

海
道
経
済
も
切
迫
し
て
い
る
中
、
戦
争
準

備
の
た
め
の
大
軍
拡
と
庶
民
増
税
に
反
対

し
、
命
と
く
ら
し
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
道
民
の
声
に
応
え
る
た
め
、
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
。
23
日
の
市
議
会
議

員
選
挙
で
当
選
し
た
４
人
の
市
議
団
と
力

を
合
わ
せ
、
給
食
費
と
高
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
、
大
学
・
専
門
学
校
の
学
費

と
子
ど
も
の
国
保
料
ゼ
ロ
、
補
聴
器
購
入
助

成
な
ど
公
約
実
現
め
ざ
し
ま
す
。
介
護
保
険

利
用
料
や
高
齢
者
医
療
費
負
担
増
に
反
対

し
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
政
へ
力
を
尽
く

し
ま
す
」
と
、
第
32
期
の
道
議
会
に
向
け

て
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

 

真
下
議
員
は
、
新
議
会
に
向
け
、
18
日

の
幹
部
会
議
に
出
席
。
道
議
会
構
成
は
28

日
の
会
派
結
成
届
後
に
決
定
。
５
月
予
定
の

臨
時
議
会
で
、
議
長
・
副
議
長
、
所
属
委
員

会
が
決
ま
り
ま
す
。 

地元の方々から説明受けて調査する 
真下紀子道議、能登谷繁市議 

融雪による影響も確認 

 ３月 30日、ペーパン地区の住民の

方から「道道豊田当麻線の法面が数

か所で崩落して、道道の下を流れるオ

ショロ川に土砂が流入する危険があり

見にきてほしい」と連絡がありました。  

 能登谷? 市議会議員と調査に急行

すると３カ所で法面が崩れ、トラフと言

われるＵ字溝がむき出しになり、危うく

崩れそうな状態を確認しました。道路

の山側からは融雪による水が流れきら

ずにあふれることもあったため、能登

谷市議からは真下議員が連絡し、市と

情報共有の上、当日中に応急処置と、

改修対策が示されました。 
 

 連絡をくれた地元の方々に対応状況

を報告。「オショロ川は畑と隣接し、今

年 の 作 付 けに影 響 が出 るかと心 配

だった。能登谷さんと真下さんがすぐ

に来てくれて、すぐ対応してくれた。土

砂がオショロ川や畑に流入する前に

応急処置もされることになったので、

作付けも安心だ。本当に感謝だ」と。 
 

 ４月中にオショロ会館側の土砂の一

部を除去し、側溝の継ぎ目が水漏れし

ているためコーキングを実施。５月に

雪が完全になくなってから、土砂を全

部除去して、新しいトラフに変える。民

地があるため、河川管理者の旭川市

が調整する予定です。 
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全
国
す
べ
て
の
地
方
自
治
体
が
、

子
ど
も
の
医
療
費
負
担
を
軽
く
し
た

り
、
無
料
に
す
る
た
め
の
こ
ど
も
医

療
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

旭
川
市
で
も
新
日
本
婦
人
の
会
な
ど

市
民
団
体
が
30
年
以
上
も
前
か
ら

要
望
し
、
共
産
党
市
議
団
が
議
会
で

と
り
あ
げ
る
中
、
８
月
か
ら
中
学
卒

業
ま
で
無
料
に
な
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
異
次
元
の
子
育
て
政
策

を
掲
げ
る
岸
田
政
権
は
、
国
民
健
康

保
険
の
地
方
単
独
事
業
に
よ
っ
て
子

ど
も
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
軽
減

す
る
と
「
医
療
費
が
増
え
る
」
と
い

う
理
由
で
、
今
も
国
か
ら
道
へ
の
国

庫
負
担
金
等
を
減
ら
し
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
子
育
て
支
援
の
足

引
っ
張
り
を
し
て
い
る
と
、
国
に
批

判
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

医
療
費
助
成
に
よ
っ
て
医
療
費
の

増
額
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
道
の

説
明
に
真
下
議
員
は
「
子
ど
も
が

病
気
に
な
っ
た
時
に
、
医
療
費
負

担
が
軽
く
な
っ
た
か
ら
と
誰
が
好

き
好
ん
で
病
院
に
行
き
ま
す
か
。

国
の
理
由
は
破
綻
し
て
い
る
」
と

厳
し
く
指
摘
。 

 

全
国
で
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
減
額
は

や
め
よ
の
声
が
広
が
り
、
２
０
１

７
年
度
に
約
１
億
５
千
万
円
の
減

額
だ
っ
た
未
就
学
児
に
か
か
る
減

額
は
２
０
１
８
年
度
に
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。 

 

多
く
の
自
治
体
で
高
校
卒
業
ま

で
無
料
が
拡
大
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
は
就
学
児
以
上
の

減
額
を
今
も
続
け
、
道
に
対
し
て

毎
年
９
億
円
以
上
、
３
年
で
約
29

億
円
も
交
付
金
を
減
ら
し
続
け
て

い
る
の
で
す
。 

 

ペ
ナ
ル
テ
ィ
や
め
よ
の
声
は
、

全
国
知
事
会
の
総
意
で
す
。
道
が

３
月
７
日
、
真
下
議
員
の
質
問
に

 

旭
川
市
を
含
む
道
内
７
自
治
体

が
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
策

と
し
て
子
ど
も
の
均
等
割
の
減
額

免
除
を
拡
げ
て
い
ま
す
。 

 

国
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
全
世
帯
の

未
就
学
児
を
対
象
に
５
割
を
公
費

負
担
と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
上

乗
せ
し
て
対
象
を
拡
大
し
、
７
自

治
体
で
３
，
７
９
３
人
、
３
７
５

０
万
円
が
支
給
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
道
は
国
に
要
望

す
る
ば
か
り
で
、
道
と
し
て
対
策

を
と
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
国
が

交
付
金
を
減
額
し
な
け
れ
ば
こ
う

し
た
支
援
を
拡
げ
ら
れ
ま
す
。 

「
全
国
知
事
会
と
連
携
し
、
国
に
強

く
要
望
す
る
」
と
応
え
た
背
景
に

は
、
粘
り
強
い
市
民
運
動
と
地
方
自

治
体
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。
国
は
減

額
調
整
廃
止
を
決
断
す
べ
き
で
す
。 

 

障
害
者
施
設
で
起
こ
っ
た
虐
待

と
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
の

結
婚
に
際
し
て
事
業
者
側
か
ら
不

妊
措
置
が
提
案
さ
れ
て
い
た
問
題

を
契
機
に
、
道
は
全
道
の
障
が
い

者
施
設
、
従
事
者
、
利
用
者
に
実

態
調
査
を
行
い
、
３
月
７
日
の
保

健
福
祉
委
員
会
に
実
施
状
況
を
報

告
し
ま
し
た
。 

 

真
下
紀
子
議
員
は
、
言
葉
に
よ

る
精
神
的
虐
待
や
、
性
的
虐
待
や

経
済
的
虐
待
を
把
握
す
る
の
は
調

査
票
が
わ
か
り
に
く
い
と
指
摘
。

利
用
者
の
理
解
を
得
る
表
現
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
実
態
を
把
握

で
き
る
の
か
と
質
問
。 

 

道
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課

は
、
「
障
害
当
事
者
団
体
や
関
係

団
体
か
ら
意
見
を
聞
い
て
調
査
票

の
表
現
を
改
善
し
た
。
今
後
、
関

係
団
体
や
障
害
施
策
審
議
会
な
ど

の
議
論
を
踏
ま
え
て
課
題
な
ど
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
質
疑
の
中
で
、

「
難
し
い
調
査
だ
が
、
結
果
だ
け

の
検
討
に
と
ど
ま
ら
ず
、
背
景
に

あ
る
課
題
や
支
援
方
法
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
人
権
に
関
わ

る
方
々
か
ら
意

見
を
聞
く
必
要

が
あ
る
」
と
改

善
を
求
め
ま
し

た
。 

 

10
％
の
消
費
税
負
担
に
「
車
を
買

う
と
10
万
円
台
の
消
費
税
に
な
る
。

こ
れ
以
上
負
担
は
増
や
さ
な
い
で
ほ

し
い
」
と
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
岸
田
政
権
の
子
育
て
支
援

策
の
財
源
に
社
会
保
険
料
を
引
き
上

げ
は
反
対
が
72
％
（
毎
日
新
聞
調

査
）
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。 
 

 

第
32
期
道
議
会
の
当
選
証
書
が
届

き
、
命
と
く
ら
し
守
り
、
希
望
を
あ

き
ら
め
な
い
道
政
へ
、
新
た
な
出
発

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
は
つ
ら
つ
道
政

レ
ポ
ー
ト
の
ご
愛
読
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 


